


　国産ワインコンクールで高い評価を得る

など、近年その評価が一段と際立っている

朝日町ワイン。このような評価と比例して

売上げも伸長し、平成 23 年度決算（23 年

４月～ 24 年 3 月）では、２億 3800 万円を

達成。３年前の 20 年度と比較すると 125％

の数字で、空前のワインブームに沸き、過

去最高を記録した 10 年（2 億 4,100 万円）

に肉薄する勢いとなっています。

　しかし、こうした華々しい活躍の一方で、

近年は影の部分も顔をのぞかせています。

それは、ワインに使用する町内産ブドウの

生産量が減少していること。これは生産者

の高齢化が主な要因で、約 20 年前の最盛

期には 300 トン近くあった町内産ブドウの

生産量が近年は 150 トン程度まで減少して

います。

　これに伴い、ワインに使われる町内産ブ

ドウの割合も低下しています。その具体的

な数字を見ると、10 年前には 8 割～ 9 割を

維持していましたが、昨年には７割以下と

なっています。地域に根ざしたワイナリー

として、町内産のブドウの使用を PR してき

た同社が、まさにいま、岐路に立たされて

います。

　同社は民間企業であるものの、その出資

者は町と地元ＪＡで、公的な側面も持って

います。今回の特集では、町ブドウ生産組

合や朝日町ワインを取り巻く現状などをお

知らせいたします。

町内産ブドウを守れ！
～求む！生産者　朝日町ワイン発展のために～
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生
産
者
、
生
産
量
と
も
に

ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下

　
「
今
年
は
ま
た
組
合
員
が
２
人
減
っ
て
し

ま
っ
た
。
前
年
並
み
の
量
を
維
持
で
き
る

だ
ろ
う
か
…
」。
８
月
23
日
に
行
わ
れ
た
今

年
の
仕
込
み
作
業
の
安
全
祈
願
祭
で
、
こ

う
こ
ぼ
す
町
ブ
ド
ウ
生
産
組
合
の
堀
久
雄

組
合
長
（
舟
渡
）。
町
や
地
元
Ｊ
Ａ
が
出

資
者
で
あ
る
有
限
会
社
朝
日
町
ワ
イ
ン
は
、

地
域
に
根
ざ
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
し
て
、

長
年
町
ブ
ド
ウ
生
産
組
合
と
の
契
約
栽
培

に
よ
っ
て
原
材
料
を
確
保
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
同
社
の
ワ
イ
ン
に
使
用
さ
れ
る
町
内

産
ブ
ド
ウ
の
収
穫
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
１
は
平
成
10
年
以
降
に
お
け
る

町
ブ
ド
ウ
生
産
組
合
の
組
合
員
数
と
生

産
量
を
示
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
ワ
イ

ン
ブ
ー
ム
の
全
盛
期
だ
っ
た
平
成
10
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
ほ
ぼ
右
肩
下
が
り
の

傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
数
に
つ
い
て
は
、
10
年
頃
は
60

人
い
ま
し
た
が
、
昨
年
は
そ
の
半
分
以
下

の
25
人
ま
で
減
少
。
生
産
量
も
生
産
者
数

に
比
例
し
減
少
し
、
昨
年
は
ピ
ー
ク
時
の

半
数
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
の
「
べ
と
病
」
が

追
い
打
ち
に

　

生
産
量
が
一
時
的
に
激
減
し
た
18
年
は
、

「
べ
と
病
」
と
い
う
病
気
が
発
生
し
た
年
。

多
く
の
樹
木
で
改
植
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
年
を
境
に
し
て
ブ
ド
ウ
作
り
を

や
め
る
生
産
者
が
相
次
ぎ
、
翌
19
年
ま
で

に
一
気
に
13
人
減
少
し
ま
し
た
。

　

19
年
以
降
は
、
残
る
生
産
者
の
栽
培
努

力
や
好
天
に
よ
る
豊
作
な
ど
も
あ
り
、
生

産
量
は
一
時
的
に
持
ち
直
し
の
傾
向
も
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
22
年
度
以
降
は
再
び
減

少
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

朝
日
町
ワ
イ
ン
の
原
料
か
ら

町
内
産
ブ
ド
ウ
が
な
く
な
る
？

　

現
在
の
組
合
員
23
人
の
年
齢
構
成
を
み

る
と
、多
く
の
生
産
者
が
50
代
以
上
と
い
っ

た
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の

状
況
が
続
け
ば
、
将
来
的
に
は
、
朝
日
町

ワ
イ
ン
の
原
料
か
ら
朝
日
町
産
の
ブ
ド
ウ

が
な
く
な
る
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
。

減少し続ける町内の

ブドウ生産者と生産量

●町内産ブドウを守れ！　～求む！生産者　朝日町ワイン発展のために～

　朝日町ワインで作られるワインの原料は、もともと 100％町内産

でまかなわれているわけではありません。町内産のブドウが豊富に

あったときでも割合は 90％前後でした。というのも、原料によって

は町内で手に入らないものもあるためです。毎年最初に仕込みが行

われるデラウェアやナイアガラなどは、加工用として生産している

農家が町内にいないため、山形市などから調達しています。 デラウェアの仕込み作業（８月 30 日）

町内産だけで 100％を確保できるわけではない
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平
成
18
年
を
底
に

持
ち
直
し
の
動
き

　

同
社
の
出
荷
量
と
売
り
上
げ
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
平
成
10
年
前
後
の
ワ
イ
ン

ブ
ー
ム
に
よ
り
爆
発
的
な
伸
び
を
記
録
し

ま
し
た
が
、
以
後
は
し
ば
ら
く
前
年
を
下

回
る
年
が
続
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
に
変
化
の
兆
し
が
見
ら

れ
た
の
が
18
年
。
７
年
間
に
わ
た
っ
て
下

降
線
を
た
ど
っ
て
い
た
売
り
上
げ
が
、
こ

の
年
を
境
に
上
昇
に
転
じ
、
翌
年
以
降
は

出
荷
量
も
あ
と
を
追
い
ま
し
た
。

持
ち
直
し
の
理
由
は
３
点
、

プ
ラ
ス
も
う
一
つ
…
「
地
域
」

　

持
ち
直
し
の
理
由
を
同
社
の
白
田
重
明

総
務
部
長
に
尋
ね
る
と
、
①
国
産
ワ
イ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
、
②
営
業
力
の
強
化
、
③
ワ

イ
ン
城
の
存
在
、
と
い
う
３
つ
の
要
素
を

挙
げ（
５
頁
参
照
）こ
う
つ
け
加
え
ま
し
た
。

　
「
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
以
降
の
低
迷
は
、
国
内

の
ワ
イ
ナ
リ
ー
ほ
と
ん
ど
に
共
通
す
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
弊
社
が
他
社
と
違
っ

た
の
は
、
そ
の
勢
い
が
な
だ
ら
か
で
、
し

か
も
い
ち
早
く
上
昇
に
転
じ
た
こ
と
。
こ

の
大
き
な
要
因
は
、
先
に
申
し
上
げ
た
３

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
欠

か
せ
な
い
の
が
、
弊
社
が
地
域
に
根
付
い

た
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
あ
る
こ
と
で
す
…
」

地
域
あ
っ
て
朝
日
町
ワ
イ
ン

　

同
社
の
経
営
の
特
徴
は
、
町
内
の
ブ
ド

ウ
生
産
者
と
町
、
そ
し
て
地
元
Ｊ
Ａ
と
い

う
３
者
が
深
く
関
与
し
て
い
る
点
。
町
が

農
家
所
得
の
向
上
や
町
内
の
雇
用
の
確
保

を
目
的
に
、
同
社
に
出
資
し
た
の
が
昭
和

50
年
。
そ
れ
以
来
、
現
在
も
３
団
体
の
関

係
者
が
年
に
数
回
集
ま
り
、「
朝
日
町
ワ
イ

ン
企
画
会
議
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
ワ

イ
ン
ま
つ
り
」
や
「
ブ
ド
ウ
の
樹
オ
ー
ナ
ー

制
」、
そ
し
て
朝
日
中
３
年
生
の
親
子
行

事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
ブ
ド
ウ
の
収
穫

体
験
（
こ
の
と
き
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
か
ら

醸
造
し
た
ワ
イ
ン
を
成
人
式
で
贈
呈
）
な

ど
は
、
地
域
密
着
型
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ら

で
は
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
３
者
の
協
力
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
場
で
少

し
ず
つ
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
も
、

業
績
の
持
ち
直
し
の
理
由
の
一
つ
で
す
。

つ
ま
り
、「
地
域
あ
っ
て
の
朝
日
町
ワ
イ
ン
」

な
の
で
す
。

回復傾向にある

出荷量と売り上げ

軍
需
施
設
か
ら
酒
造
業
へ

朝
日
町
ワ
イ
ン
誕
生
秘
話

　

朝
日
町
ワ
イ
ン
の
誕
生
の
歴
史

は
、
今
か
ら
68
年
前
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。

　

朝
日
町
ワ
イ
ン
の
前
身
は
「
山
形

果
実
酒
製
造
有
限
会
社
」
と
い
う

会
社
（
本
社
…
山
形
市
）。
県
農
工

連
（
山
形
県
農
村
工
業
農
業
協
同

組
合
連
合
会
）
の
農
産
加
工
施
設

と
し
て
昭
和
19
年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
は
第
二
次
世
界
大
戦

の
最
中
。
し
か
し
、
経
営
は
比
較
的

安
定
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
ワ
イ
ン
の
製
造
中

に
で
き
る
酒
石
酸
か
ら
軍
需
用
の

電
波
探
知
機
に
使
う
ロ
ッ
シ
ェ
ル
塩

を
取
り
出
し
て
い
た
か
ら
。つ
ま
り
、

軍
に
よ
っ
て
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
い

た
の
で
す
。
翌
20
年
に
は
、
ブ
ド
ウ

生
産
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
当
町
大

谷
に
分
工
場
を
建
設
。
朝
日
町
ワ
イ

ン
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
敗
戦
と
と
も
に
経
営
は

悪
化
。
本
社
が
焼
失
し
業
務
が
停

止
す
る
と
、
大
谷
工
場
だ
け
で
操

業
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
手
メ
ー
カ
ー
と
委
託

醸
造
契
約
を
結
び
、
最
新
の
醸
造

技
術
を
導
入
。
30
年
に
は
本
社
が

大
谷
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

●町内産ブドウを守れ！　～求む！生産者　朝日町ワイン発展のために～
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②営業力の強化

　同社の取引先は、ワインブームの

頃までは県内の酒類卸売業者がほと

んどでしたが、売り上げに陰りが見

え始めた平成 13 年頃からは、近県（宮

城・福島・新潟）や首都圏に出向き、

積極的な営業を展開するようになり

ました。そうした地道な活動によっ

て少しずつ取引先を拡大。ある程度

知名度を得たところに、国産ワイン

コンクールの成績が重なり、さらに

高い営業実績を上げています。

　現在も全国の酒販店などを訪問す

るほか、都内や仙台市内の百貨店等

で年間８回程度、試飲販売を行うな

ど、積極的な営業活動を展開してい

ます。

③ワイン城の存在

　朝日町ワインの工場敷地内に平成

12 年にオープンした「ワイン城」。

ガラス越しに製造工程を見ることが

できるほか、売店コーナーには常時

40 種類以上のワインが並び、試飲を

楽しむことができます。

　訪れるお客さまの数は年間約２万

5000 人。主に山形市周辺や仙台圏

にお住まいの方々がドライブで立ち

寄るようです。ここで商品を手にし

たお客様がリピーターとなり、２次、

３次的な購入につながっています。

今や同社のワインを PR・販売拠点と

してのみならず、朝日町観光施設と

して欠かせない存在です。年末年始

を除き、年中無休。

①国産ワインコンクール

　「国産ワインコンクール」とは、国

産ワインの品質および知名度の向上

を目的に、平成 15 年から開催されて

いるもの。朝日町ワインは初回こそ

入賞を逃したものの、第２回大会か

ら今年の 10 回大会まで９年連続で

入賞。その数も年を追うごとに増え

ています（９頁参照）。

　 特に平成 19 年から 21 年までは

３年連続でロゼ部門の最優秀カテゴ

リー賞（日本一）を獲得（以後 23

年にも獲得）し、「朝日町ワイン」の

名を全国にとどろかせました。こう

した対外的な評価が営業活動に確実

にプラスになり、実績に結びついて

いるのです。

■業績持ち直しの主な要因

ワイン城のエントランスに並ぶ盾が同社
の過去の受賞歴と実力を示している

仙台市内の百貨店で行われた試飲販売（9
月8日）。スタッフがワインの特徴を説明する

豊富なワインが並ぶワイン城の売店コー
ナー。週末には特に多くの人が訪れる

　

そ
の
後
、
48
年
に
初
の
自
社
製

品
と
な
る
「
サ
ン
ワ
イ
ン
」
を
発
表

す
る
と
、
自
治
体
が
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
他
県
の
経
営
を
参

考
に
し
な
が
ら
実
績
を
積
ん
で
い

き
ま
し
た
。
２
年
後
の
50
年
に
は
、

町
も
生
産
者
の
育
成
と
所
得
の
安

定
を
目
的
に
出
資
し
、
経
営
に
参

加
。
こ
れ
を
機
に
、
生
産
者
・
町
・

農
協
の
代
表
に
よ
る
「
ワ
イ
ン
企
画

会
議
」
を
設
置
さ
せ
、
経
営
の
安

定
と
販
路
拡
大
へ
向
け
て
三
者
が
一

体
と
な
っ
て
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。

　

52
年
に
は
現
在
地
に
新
工
場
が

完
成
。
近
代
的
な
施
設
の
整
備
に

よ
っ
て
本
格
的
な
ワ
イ
ン
作
り
に
取

り
組
み
、
昭
和
54
年
に
は
、
現
在
に

続
く
「
朝
日
町
ワ
イ
ン
」
が
誕
生
。

今
で
は
町
を
代
表
す
る
特
産
品
と
し

て
一
定
の
知
名
度
を
誇
り
、
県
内
外

に
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

以
後
、
平
成
２
年
に
会
社
名
を

「
朝
日
町
ワ
イ
ン
」
に
変
更
。
12
年

に
は
、
売
店
コ
ー
ナ
ー
を
併
設
し
、

生
産
工
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

「
ワ
イ
ン
城
」
を
建
設
し
、
生
産
者

と
消
費
者
と
の
交
流
の
拠
点
と
し

て
県
内
外
か
ら
お
客
さ
ま
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
現
在
の
従
業
員
は
13

人
。
町
の
特
産
品
を
担
う
と
い
う
熱

い
志
と
責
任
感
を
胸
に
、
日
々
ワ
イ

ン
の
醸
造
・
販
売
に
努
め
て
い
ま
す
。

●町内産ブドウを守れ！　～求む！生産者　朝日町ワイン発展のために～

5 広報あさひまち  9月号



朝日町ワインの発展には
町内のブドウ生産者が
欠かせません

業
績
回
復
で
出
荷
量
も
伸
長

で
も
、
町
の
ブ
ド
ウ
が
足
り
な
い
…

　

町
内
の
ブ
ド
ウ
生
産
者
が
減
り
、
生
産

量
も
減
る
…
。
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
が
下
火
に

な
り
、
出
荷
量
が
前
年
割
れ
を
続
け
て
い

た
平
成
18
年
頃
ま
で
は
、
減
少
す
る
ブ
ド

ウ
に
応
じ
た
ワ
イ
ン
の
醸
造
で
、
量
が
間

に
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
業
績
が
回
復
し
て
き
た
同
年

以
降
は
注
文
数
も
伸
び
、
町
内
産
の
ブ
ド

ウ
だ
け
で
は
足
り
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
実
的
に
は
、
県
内
の
他
の
産
地
か
ら
調

達
し
て
い
る
状
況
で
、
21
年
以
降
は
原
料

に
占
め
る
町
内
産
ブ
ド
ウ
の
割
合
が
７
割

程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
こ
う
し

た
傾
向
が
続
け
ば
、
朝
日
町
ワ
イ
ン
の
原

料
に
、
町
内
産
以
外
の
ブ
ド
ウ
を
よ
り
多

く
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
町
内
産
ブ
ド

ウ
の
比
率
が
ま
す
ま
す
下
が
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
朝
日
町
ワ
イ
ン

の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
ま

せ
ん
。

　

朝
日
町
ワ
イ
ン
が
お

客
さ
ま
に
末
永
く
愛
さ

れ
る
た
め
に
は
、
今
後
も

で
き
る
だ
け
町
内
産
の
ブ
ド
ウ
を
使
い
た

い
と
い
う
の
が
会
社
と
し
て
の
本
音
。
白

田
部
長
も
「
何
と
か
現
状
の
７
割
程
度
を

維
持
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
お
客
さ
ま
の
中
に
は
、
地
元
産

の
ブ
ド
ウ
を
大
切
に
す
る
同
社
の
理
念
に

賛
同
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
買
い
求
め
る
人

が
い
る
の
も
事
実
。
朝
日
町
で
生
産
さ
れ

た
ブ
ド
ウ
を
主
な
原
料
と
す
る
の
が
朝
日

町
ワ
イ
ン
で
あ
っ
て
、
朝
日
町
ワ
イ
ン
の

発
展
に
町
内
の
生
産
者
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

朝
日
町
ワ
イ
ン
に
は

町
内
の
生
産
者
が
不
可
欠

　

質
の
高
い
ワ
イ
ン
に
は
高
品
質
な
ブ
ド

ウ
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、「
よ
い

ブ
ド
ウ
が
な
け
れ
ば
、
よ
い
ワ
イ
ン
は
生

ま
れ
な
い
。
…
（
中
略
）
…
朝
日
町
ワ
イ

ン
は
朝
日
町
の
人
々
の
わ
ざ
と
知
恵
か
ら

●町内産ブドウを守れ！　～求む！生産者　朝日町ワイン発展のために～

醸
し
出
さ
れ
る
『
人
と
地
の
結
晶
』」
と
い

う
会
社
の
理
念
に
も
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
朝
日
町
は
ブ

ド
ウ
栽
培
に
適
し
た
土
地
柄
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
生
産
者
の
技
術
が
加
わ
り
、

高
い
糖
度
を
持
っ
た
良
質
な
ブ
ド
ウ
が
作

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
朝
日
町
ワ
イ
ン
の
工
場

ス
タ
ッ
フ
が
ブ
ド
ウ
生
産
者
に
最
大
限
の
敬

意
を
示
す
一
方
、
生
産
者
は
さ
ら
に
良
い
も

の
を
作
ろ
う
と
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
国

産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
快
挙
、
そ
し
て

近
年
の
好
調
な
業
績
は
、
こ
う
し
た
両
者
の

相
乗
効
果
に
よ
り
生
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

町
内
の
ブ
ド
ウ
生
産
者

を
守
り
、
そ
し
て
育
て
て
い

く
た
め
に
で
き
る
こ
と
―
。

ま
ず
は
町
民
一
人
一
人
が
こ

う
し
た
現
状
を
把
握
す
る
こ

と
が
そ
の
第
一
歩
で
す
。

←朝日町ワインの定番商品「朝日町ワイ
ン」。昭和 54 年の誕生以来、長年にわたり
親しまれている超ロングセラー商品
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―
町
ブ
ド
ウ
生
産
組
合
の
組
合
員
が

減
っ
て
い
ま
す

　
「
高
齢
化
で
や
め
る
人
が
多
い
こ
と

と
、
新
規
の
人
が
い
な
い
こ
と
、
理

由
は
こ
の
２
つ
に
尽
き
ま
す
」

―
ど
う
し
て
新
規
生
産
者
が
い
な
い

の
で
し
ょ
う
？

　
「
ブ
ド
ウ
栽
培
に
は
栽
培
棚
が
必

要
と
な
る
た
め
、
そ
れ
に
か
か
る
初

期
投
資
が
大
き
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

面
積
に
も
よ
り
ま
す
が
、
本
格
的
に

栽
培
す
る
と
な
れ
ば
、
百
万
円
以
上

か
か
り
ま
す
。
新
規
就
農
の
場
合
は
、

い
ろ
い
ろ
な
補
助
金
を
活
用
で
き
ま

す
が
、
既
存
の
農
家
が
参
入
す
る
場

合
は
、
使
い
に
く
い
よ
う
で
す
。
と

に
か
く
、
棚
の
整
備
や
維
持
管
理
が

問
題
。
既
存
農
家
が
参
入
す
る
際
の

補
助
拡
充
が
鍵
だ
と
思
い
ま
す
」

―
ブ
ド
ウ
栽
培
の
価
格
、
コ
ス
ト
面

は
い
い
そ
う
で
す
ね
。

　
「
当
組
合
の
場
合
、
ブ
ド
ウ
は
す
べ

て
朝
日
町
ワ
イ
ン
と
の
契
約
栽
培
で

す
。
そ
の
た
め
県
内
の
基
準
価
格
よ

り
も
高
く
、
価
格
も
安
定
し
て
い
ま

す
。
他
の
農
産
物
と
比
べ
て
も
、
時

間
的
な
生
産
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
、

作
物
と
し
て
の
条
件
は
い
い
は
ず
で

す
。
そ
れ
に
、選
果
や
箱
詰
め
と
い
っ

た
手
間
も
か
か
ら
ず
、
箱
代
も
い
ら

な
い
。
冬
場
に
お
け
る
棚
の
雪
下
ろ

し
は
確
か
に
面
倒
で
す
が
、
今
は
万

が
一
壊
れ
た
と
し
て
も
、
復
旧
の
た

め
の
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
頼
み
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
町
が
『
り
ん
ご
と
ワ
イ

ン
の
里
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

掲
げ
る
以
上
、（
近
年
補
助
金
が
充
実

し
て
い
る
）
り
ん
ご
と
同
じ
く
ら
い

ブ
ド
ウ
に
つ
い
て
も
真
剣
に
、
生
産

者
の
確
保
を
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う

の
が
組
合
と
し
て
の
本
音
で
す
」

―
ブ
ド
ウ
農
家
は
複
合
経
営
で
生
活

し
て
い
ま
す
。

　
「
加
工
用
ブ
ド
ウ
生
産
者
は
、
こ

れ
だ
け
で
生
活
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
り
ん
ご
や
桃
、
サ
ク

ラ
ン
ボ
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
経
営

し
て
い
ま
す
。
今
の
社
会
状
況
で
は
、

新
規
就
農
者
は
あ
ま
り
多
く
期
待
で

き
ま
せ
ん
。
既
存
農
家
が
ブ
ド
ウ
を

取
り
入
れ
や
す
い
仕
組
み
が
あ
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
」

―
最
後
に

　
「
加
工
用
ブ
ド
ウ
に
は
、
長
年
順
調

に
推
移
し
て
き
た
分
、
こ
れ
と
い
っ

た
対
策
が
な
く
て
も
一
定
の
量
を
確

保
で
き
て
き
ま
し
た
。
15
年
ほ
ど
前

に
は
生
産
量
が
過
剰
で
、
減
反
を
お

願
い
し
た
く
ら
い
で
す
。
し
か
し
、

最
近
は
状
況
が
一
変
。
今
い
る
組
合

員
だ
け
で
は
ワ
イ
ン
作
り
に
必
要
な

ブ
ド
ウ
を
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
ワ
イ
ン
は
り

ん
ご
と
並
ぶ
町
の
顔
。
朝
日
町
ワ
イ

ン
が
地
域
に
根
ざ
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー

と
し
て
、
今
後
も
末
永
く
愛
さ
れ
て

い
く
た
め
に
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
や
わ
れ
わ
れ
生
産
者
が
が
ん
ば
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
も
こ
う
し
た
現
状
を
ぜ
ひ

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ブ
ド
ウ
農
家

を
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
」

　今後も朝日町ワインが名実ともに朝日町のブド
ウを使用したワイナリーとして末永く発展してい
くためには、町内のブドウ生産者を確保する必要
があります。
　そこで考えなければならないのが、ブドウ生産
者が減少している理由。これについて町ブドウ生
産組合の堀久雄組合長に話をうかがいました。

■既存農家が参入しやすい
　補助制度があれば …  堀久雄組合長

●町内産ブドウを守れ！　～求む！生産者　朝日町ワイン発展のために～

ブドウ生産者を
増やすためには
どうすればいい？
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　弊社においてはおかげさまで、ワインの出荷

量、売り上げが近年ともに伸びています。これ

も、町民の皆様の日ごろのご支援の賜物。心

から感謝申し上げます。

　町ブドウ生産組合の組合員が減少し、町内

で獲れるブドウの量が減少しています。しかし

だからといって、ワインの出荷量は簡単に減ら

せません。会社としては社員の雇用を守り、自

社を発展させていくことが使命です。

　このまま減少傾向に歯止めがかからなけれ

ば、他地域からの量を増やすことはもちろんで

すが、近い将来、会社として自社農場を持つ

ことも検討が必要です。そもそもワインとは個

人が自分の畑で育てたブドウからお酒を造ろう

としたことが始まりです。

　当社の出資者は町と地元のＪＡです。町が「り

んごとワインの里」をキャッチフレーズに掲げ

る以上、特産品の一翼を担っているという使命

感を持ち、今後もワイン作りを通じて地元に貢

献したいと思います。

　ワインは町を代表する特産品です。また、

観光のための素晴らしい資源で、非常に大き

な経済効果を生んでいます。

　それを支えているのは、町内のブドウ生産者

と朝日町ワインのスタッフにほかなりません。

生産者が作る高品質なブドウと、朝日町ワイン

の卓越した醸造技術が融合し、今日のすばら

しいワインが出来上がっています。地域の農・

商・工が連携した事例として、県内外に広く誇

れるものです。

　農政の役割は、生産意欲の向上につながる

攻めの施策を講じることです。その点、町ブド

ウ農家の確保については、「棚」に対する初期

投資と維持管理がポイントになっていることは

明らか。今後どういった施策が効率的なのか、

生産者の声に耳を傾けながら対応していきた

いと思います。加えて、ブドウに対する補助要

項の紹介や新規就農の際の情報提供について

も、担当課として今まで以上に力を入れていき

たいと思います。

将
来
的
に
は
自
社
農
場
も
検
討
し
た
い

生
産
者
の
声
に
応
じ
た
施
策
を
講
じ
る

このままでいいのか？
～その対策は？～

朝日町産業振興課
川口幸男　課長

（有）朝日町ワイン
田宮美喜夫　専務

●町内産ブドウを守れ！　～求む！生産者　朝日町ワイン発展のために～

若手同士が交流し、情報交換

今年から新たな取り組みも

×生産者

　ワインの醸造に適したブドウとは…？そして、ブドウ農家が将来
も安心してブドウを作るために必要な環境とは…？。若手の町内ブ
ドウ生産者と醸造家（朝日町ワインの社員）が日頃のこうした想い
を話し合う場として、両者の情報交換会が今年から始まりました。
　７月下旬、40 代以下の生産者５人と醸造家 4 人が酒席で交
流。ある生産者は「私たちは仕事の中身こそ違いますが、ワイ
ンづくりという点で、同じ方向を向いています。両者の意思を
統一することはとても大事と感じた」と感想を話していました。
　この情報交換会は今後も行われる予定。朝日町ワインの池
田秀和営業係長は「長い目で見れば、今回の参加者が将来朝
日町ワインを担うことになると思います。情報交換で互いに高
めあい、より良いワインを造っていきたい」と話していました。

醸造家
（朝日町ワイン社員）
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過
去
最
多
11
銘
柄
が
入
賞

①銅賞　　2011 氷の妖精アイスエッセンス・ハーフボトル白／極甘口
②銅賞　　2011 スパークリング・マスカットベリー A ロゼ／中口
③銅賞　　2011 マスカット・ブラッシュ夢色／甘口
④銅賞　　2011 朝日町ワインロゼ／中口
⑤銅賞　　2010 朝日町ワイン赤／辛口
⑥銀賞　　2010 マイスターセレクションバレルセレクションルージュ赤／辛口
⑦銀賞　　2010 プレミアム・ルージュ赤／辛口
⑧銅賞　　マイスターセレクション ZR・MBA ルージュ赤／辛口
⑨銅賞　　マイスターセレクションアッサンブラージュルージュ赤／辛口
⑩銅賞　　2011 スパークリング・デラウェア白／辛口
⑪銅賞　　2010 スパークリング・ナイアガラ白／甘口 

　今年で 10 回目を迎えた同コンクールは、７月 30 日から 31 日にかけて

山梨県甲府市内のホテルで開催。24 道府県のワイナリー 100 社から 690

銘柄がノミネートされました。

　審査員 24 人による厳正かつ公正な審査の結果、全体の約半数にあたる

353 銘柄が入賞。朝日町ワインでは、銀賞に２点、銅賞に９点が選出され、

過去最高の 11 銘柄が入賞しました。

　朝日町ワインは第２回大会から９年連続で入賞

し、その数は年々増えています。特に 2007 年から

2009 年、そして 2011 年はロゼ部門で、日本一に

あたる最優秀カテゴリー賞を受賞しています。

　ちなみに今年のコンクールを都道府県別に見る

と、山形県の入賞数（35 銘柄）は、山梨県（170）、

長野県（61）に次いで３番目。また、県内におけ

る朝日町ワインの入賞数（11）は、高畠ワイナリー

（13）に次いで２番目の多さとなっています。

国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
２

年 エントリー数 銀賞 銅賞 奨励賞 合計
2003 418 0
2004 405 1 1
2005 446 2 1 3
2006 518 2 2 4
2007 575 1 2 3
2008 622 2 1 3
2009 680 3 4 7
2010 690 8 1 9
2011 717 1 4 2 7
2012 690 2 9 11

朝日町ワインの入賞実績

●町内産ブドウを守れ！　～求む！生産者　朝日町ワイン発展のために～

■今年の受賞ワイン（写真左から）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
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大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
際
、
応
急
生
活
物
資
を

調
達
す
る
た
め
、
町
は
８

月
21
日
、「
山
形
県
生
活
協

同
組
合
連
合
会
」
と
災
害

時
に
お
け
る
応
急
生
活
物

資
供
給
等
の
協
力
に
関
す

る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

全
国
の
生
協
は
被
災
地

へ
の
物
資
供
給
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
中
で
、

仮
設
住
宅
で
の
生
活
支
援

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
以
降
、
よ
り

多
く
の
自
治
体
と
協
定
を

締
結
し
有
事
の
際
の
円
滑
な
物
資
供
給

体
制
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
関
係
者
10
人
が
来
町
。
飲

食
物
や
日
用
品
な
ど
の
優
先
的
供
給
や

人
的
支
援
に
つ
い
て
鈴
木
町
長
と
松
本
会

長
理
事
が
書
面
で
確
認
し
ま
し
た
。

応急生活物資供給等に関する協定を締結

災害時に備えて「山形県生協連」と

町政スポット

主
要
地
方
道
長
井
大
江
線 

大
谷
バ
イ
パ
ス
が
開
通

　

主
要
地
方
道
長
井
大
江
線
の
大
谷

バ
イ
パ
ス
が
８
月
31
日
開
通
し
ま
し

た
。

　

こ
の
路
線
は
、
長
井
市
を
起
点
と

し
、
白
鷹
町
、
朝
日
町
を
経
由
し
て

大
江
町
に
至
る
幹
線
道
路
で
あ
り
、

一
般
国
道
２
８
７
号
の
緊
急
時
の
代

替
路
線
と
し
て
重
要
な
路
線
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
住
宅
の
中
を
縫
う
よ

う
に
道
路
が
走
る
大
谷
地
内
は
、
道

路
の
幅
が
最
も
狭
い
と
こ
ろ
で
５
ｍ

と
、
車
両
の
す
れ
違
い
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
積
雪
の
あ
る

冬
場
は
車
両
の
通
行
に
大
き
く
支
障

を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
県
が
平
成
９

年
か
ら
代
替
路
の
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

新
し
い
道
路
は
旧
道
か
ら
約

５
０
０
ｍ
東
側
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
延

長
は
１
３
０
０
ｍ
、
車
道
幅
は
６・
５

ｍ
。
総
事
業
費
は
約
11
億
５
８
０
０
万

円
で
、
15
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
。

大
江
町
本
郷
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

開
通
し
た
８
月
31
日
は
、「
大

谷
風
神
祭
」
の
開
催
日
。
白
井

淑
浩
大
谷
連
合
区
長
は
「
大
谷

地
区
民
に
と
っ
て
８
月
31
日
は

特
別
な
日
。
待
ち
に
待
っ
た
開

通
を
こ
の
日
に
迎
え
ら
れ
る
こ

と
に
何
か
の
縁
を
感
じ
ま
す
。

交
遊
館
か
ら
南
側
の
区
間
に
つ

い
て
も
、
い
ち
早
い
着
工
を
願
っ

て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大谷住宅団地
（旧大谷小学校跡地）

今
回
開
通
し
た
区
間

長
井
大
江
線

主要地方道

秋葉山交遊館

↓至　栗木沢・川通

↑至　大江町

大谷小学校

開通した大谷バイパス（右奥は大谷地区の集落）

協定書を交わす
鈴木町長と松本会長

一般県道
左沢浮島線

Ｎ
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町政スポット

　

11
月
１
日
を
「
あ
さ
ひ
教
育
の
日
」
に
制
定

「
学
力
は
一
年
で
伸
び
る
」　

隂か
げ
や
ま山

英
男
氏
（
大
阪
府
教
委
・
教
育
委
員
長
）
が
記
念
講
演

◆「あさひ教育の日」推進委員

多田秀人（大町）、松田栄子（栄町）、阿部哲

（常盤）、阿部静加（大谷五）、阿部隆浩（夏草）、

石井好秀（大谷二）、遠藤美枝子（真中）、大

井恵子（本町）、小川尚道（大町）、志藤一枝（川

通）、志藤宜徳（川通）、菅井聡（沼向）、菅井

弓子（沼向）、鈴木洋子（松程）、長岡昇（大町）

【順不同・敬称略】

元気にあいさつする宮宿小学校の児童

◆スローガン「育てよう  生きる力」のねらい

　「育てよう生きる力」とは、子どもに生きる力をつけること

です。

　社会人になったとき、周囲とのコミュニケーションに苦労し

ている人もいます。小さい時から周囲とかかわりを持たせるこ

とや体験を積ませることが大切です。

　子育てを勉強し、子どもに生きる力を身につけさせる。その

ために、勉強しよう！行動しよう！ということが、ねらいです。

　

11
月
１
日
は
「
あ
さ
ひ
教
育
の
日
」。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
３
月
、「
あ

さ
ひ
教
育
の
日
」
に
関
す
る
規
則
を
定

め
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
た

取
り
組
み
を
重
点
的
に
実
施
す
る
期
間

と
し
て
、
毎
年
10
月
、
11
月
を
あ
さ
ひ

教
育
月
間
と
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
教

育
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
深
め
、

家
庭
、
学
校
及
び

地
域
社
会
の
連
携

の
下
に
、
よ
り
一

層
の
教
育
の
充
実

と
発
展
を
図
る
た

め
設
け
た
も
の
で

す
。

　

教
育
の
日
の
制

定
や
運
動
の
推
進

に
つ
い
て
、
広
く

ご
意
見
を
い
た
だ

く
た
め
、
保
護
者

や
教
職
員
な
ど
15
人
の
委
員
を
委
嘱
。

「
あ
さ
ひ
教
育
の
日
」
推
進
委
員
会
を

設
置
し
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
「
育
て
よ
う
生
き
る
力
」
と
定
め
、

11
月
１
日
の
記
念
式
典
で
、「
百
ま
す

計
算
」
で
著
名
な
隂か
げ
や
ま山

英
男
氏
（
立

命
館
大
学
教
授
・
大
阪
府
教
育
委
員

会
教
育
委
員
長
）
の
記
念
講
演
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
家
庭
で
つ
く
ろ
う　

我
が

家
の
約
束
」
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、

教
育
の
基
本
で
あ
る
家
庭
に
お
い
て
、

日
常
の
生
活
習
慣
づ
く
り
や
約
束
な

ど
を
、
話
し
合
っ
た
り
、
一
緒
に
取
り

組
ん
だ
り
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
呼
び

か
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

次
号
で
は
、
推
進
委
員
に
よ
る
「
あ

さ
ひ
教
育
の
日
」
座
談
会
の
様
子
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
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人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況 

及
び

　
　
　
　

町
職
員
給
与
等
の
あ
ら
ま
し

１．職員の任免及び職員数の状況

任　命　権　者 町　長 議　会 教育委員会 農業委員会 合　計

職 員 数(平成23年４月１日現在) 128 2 26 2 158

　 〃 　(平成24年４月１日現在) 131 2 25 2 160

採用者数(平成23年４月２日～平成24年４月１日) 9 9

退職者数(平成23年４月１日～平成24年３月31日) 7 7

２．職員の給与及び定員管理の状況
⑴総括
　①人件費の状況（平成23年度一般会計決算）

区　　分 住民基本台帳人口
(24.3.31現在)

歳　出　額
(A）千円

実質収支
千円

人　件　費
(B）千円

人件費比率
（B/A）

22年度の
人件費率

平成23年度 7,866 4,598,407 378,069 932,761 20.3％ 19.3％

(注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬等を含みます。

　②職員給与費の状況（平成23年度一般会計予算）

区　　分
職　員　数
Ａ（人)

給　　　　与　　　　費 一人あたり給与費
(Ｂ/Ａ）千円給料(千円) 職員手当(千円) 期末・勤勉手当(千円) 計　Ｂ(千円)

平成24年度 109 429,918 55,072 142,860 627,850 5,760

(注）職員手当には、退職手当を含みません。また、給与費は一般職当初予算の計上額です。

⑵職員の平均給与月額、初任給等の状況
　①職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成24年４月１日現在）

区　　分 平　均　年　齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 45歳５月 337,400円 355,400円

技能労務職 50歳０月 331,900円 349,000円

(注）給与は、給料及び諸手当を含んだ額です。

　②職員の初任給の状況（平成24年４月１日現在）

区　　分 朝　日　町 国

一般行政職
大学卒 172,200円

（上級の場合)

Ⅰ種　181,200円

Ⅱ種　172,200円

高校卒 140,100円 140,100円

技能労務職 高校卒 134,500円 －

　③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成24年４月１日現在）

区　　分 経験年数10～15年 経験年数20～25年 経験年数30～35年

一般行政職
大学卒 279,000円 365,300円 405,600円

高校卒 240,000円 327,300円 378,700円

技能労務職 高校卒 － 301,500円 353,800円

⑶一般行政職の級別職員数の状況（平成24年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標 準 的 な
職 務 内 容

主　事
主事補

主　事 主　任
主　査
係　長
副主査

室　　長
課長補佐

課　　長
出納室長
主　　幹

―

職 員 数 11人 1人 11人 23人 15人 10人 71人

構 成 比 15.5％ 1.4％ 15.5％ 32.4％ 21.1％ 14.1％ 100.0％

(注）１．朝日町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

⑷職員手当ての状況
　①期末・勤勉手当の状況（平成24年４月１日現在）

区　　分
６　月　期 12　月　期 計

朝日町 国 比　較 朝日町 国 比　較 朝日町 国 比　較
月分 月分 月分 月分 月分 月分 月分 月分 月分

期 末 手 当 1.20 1.225 △0.025 1.40 1.375 0.025 2.60 2.60 0.00

勤 勉 手 当 0.60 0.675 △0.075 0.60 0.675 △0.075 1.20 1.35 △0.15

(注）１．職制上の段階、職務の等級による5％～15％の加算があります。

　

朝
日
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
当
町
の
人
事
行
政
の
運
営
の
状
況
の
概
要

を
、
毎
年
お
知
ら
せ
し
て
い
る
「
町
職
員
の
給
与
と
定
員
の
管
理
」
と
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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　②退職手当の状況（平成24年４月１日現在）

区　　分
朝　　日　　町 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

支
　

給
　

率

勤続20年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

そ の 他 の
加 算 措 置

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

退 職 時 の
優 遇 昇 給

定年退職　　無
勧奨退職　４号

１人当たり
平均支給額

2,001万円

(注）退職手当の１人当たりの平均支給額は、平成23年度中に退職した職員に支給された平均額です。

　③時間外勤務手当の状況（一般会計決算）

区　　分 支　給　総　額 職員１人当たりの支給年額

平成23年度 1,972万円 209,831円

平成22年度 1,864万円 190,238円

(注）選挙に係る時間外手当を含んでいます。

　④その他の手当（平成24年４月１日現在）

区　分 内　　　　容

扶養手当

配偶者13,000円/月、一般の扶養親族6,500円（職員
に配偶者がない場合のうち１人のみ11,000円)
扶養親族たる子のうち満16歳の年度初めから満22歳
の年度末までの子につき5,000円加算。

住居手当 借　家　　限度額　27,000円

通勤手当
交通機関利用　　限度額　55,000円
交通用具使用　　限度額　20,900円

⑸特別職の報酬などの状況（平成24年４月１日現在）

区　　分 月　　　額 区　　分 平成24年度支給割合

給
　
料

町 長 820,000円(735,000円）
期

末

手

当

町 長 ６月期　1.375月分

12月期　1.525月分　　　　　

　計　　2.900月分　　　　　

副町長 635,000円(600,000円) 副町長

教育長 585,000円(550,000円) 教育長

報
　
酬

議 長 310,000円 議 長 ６月期　1.375月分

12月期　1.525月分　　　　　

　計　　2.900月分　　　　　

副議長 250,000円 副議長

議 員 235,000円 議 員

(注）１．給料月額については、平成15年４月１日より（　）内の額を支給しています。
　　２．期末手当については、給料（報酬）月額に40％の加算があります。

⑹部門別職員数の状況
　①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

部　　門
職員数

増減数 主な増減理由
24年 23年

一
　
般
　
行
　
政

議 会 2 2 0

総 務 26 24 2 地域づくりの推進に伴う増ほか

税 務 7 6 1 町税等の滞納対策強化に伴う増

農林水産 8 8 0

商 工 5 5 0

土 木 7 7 0

民 生 14 16 △2 保育士の退職に伴う不補充

衛 生 5 5 0

小計 74 73 1
特
別
行
政

教 育 25 26 △1 調理師の退職に伴う不補充

小計 25 26 △1

公
営
企
業

病 院 48 46 2 医師、理学療法士の採用に伴う増

水 道 3 3 0

そ の 他 10 10 0

小計 61 59 2
合　　計 160 158 2

(注）職員数は、一般職に属する職員数で地方公務員の身分を保有する休職者、
　　　派遣職員等を含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

　②年齢別職員構成の状況（平成24年４月１日現在）

区　分

20
歳
未
満

20
～
23
歳

24
～
27
歳

28
～
31
歳

32
～
35
歳

36
～
39
歳

40
～
43
歳

44
～
47
歳

48
～
51
歳

52
～
55
歳

56
～
59
歳

　

計

　

職員数(人) 1 3 8 17 16 17 11 15 21 20 31 160

3．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴勤務時間（平成24年４月１日現在）

開 始 時 刻 午前８時30分

終 了 時 刻 午後５時15分

週 休 日 土曜日、日曜日

休 日 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び12月29日から１月３日までの日

１週間の正規の勤務時間 38時間45分

⑵休暇（平成24年４月１日現在）

区　　分 要件及び日数

年次有給休暇 年20日（20日を上限に残日数を翌年に繰越可）

病気休暇 90日（病気内容により最長１年）

特
別
休
暇
（
主
な
も
の)

女性職員の出産 産前８週（多胎妊娠の場合にあっては14週)、産後８週

職員の結婚 連続する５日以内

職員が生後１年に達しない子を
育てる場合

１日２回、それぞれ30分以内の時間

男性職員の妻の出産 ２日以内

小学校就学前の子の看護等 １暦年５日以内（２人以上の場合は１０日）

忌引
配偶者、子、父母等の親族に応じて定める10日以
内の期間（例：配偶者10日、父母７日、子５日）

夏期休暇 ３日以内（７月１日～９月30日までの期間）

家屋倒壊予防休暇 ３日以内（12月１日～３月15日までの期間）

要介護者の介護等 １暦年５日以内（２人以上の場合は１０日）

４．分限及び懲戒処分の状況

⑴分限処分（平成23年度） ⑵懲戒処分（平成23年度）

免職 休職 降任 降給 計 免職 停職 減給 戒告 計

0人 3人 0人 0人 1人 0人 0人 0人 0人 0人

６．職員の研修の状況

主　　催 内　　　容 回数 延べ受講者数

朝日町 新採職員等研修 ２回 28人

市町村職員研修協議会等 新採、課長級職員研修等 27回 30人

⑵公務災害補償の状況
　公務災害等の認定状況（平成23年度）

公務災害 通勤災害 計

０件 ０件 ０件

５．職員の服務の状況
⑴職務専念義務の免除
職員には、地方公務員法の規定に基づき、職務に専念する義務が課せられ
ていますが、条例により、研修を受ける場合、厚生に関する計画の実施に
参画する場合、消防団員として消防活動に従事する場合等は、職務に専念
する義務が免除されます。

⑵営利企業など従事の許可
地方公務員法により、営利企業の役員等の就任又は、報酬を得て事業に従
事してはならないことになっています。従事する場合には、任命権者の許
可を要することになっています。

⑶育児休業
①育児休業
子供が３歳に達するまでの期間、任命権者の承認を得て、子供を養育する
ため休業することができます。育児休業をしている期間については、給与
は支給されません。

②部分休業
子供が３歳に達するまでの期間、任命権者の承認を得て、子供を養育する
ため１日の勤務時間の始め又は終わりにおいて、１日を通じて２時間を超
えない範囲内で勤務しないことができます。勤務しない場合は、勤務しな
い１時間につき、勤務１時間当たりの給与が減額されて支給されます。

７．職員の福祉及び利益の保護の状況
⑴福利厚生制度
共済制度として、山形県市町村職員共済組合では、職員とその家族の病気、
ケガ、出産等に対して必要な給付を行っているほか、退職者等に対して年
金等の給付を行っています。
また、山形県市町村職員互助会では、慶弔的な給付事業や保健事業補完す
る事業を行っています。
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七
ヶ
浜
町
民
が
大
谷
風
神
祭
を
楽
し
む

自
然
と
遊
ぼ
う「
木
の
ぼ
り
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
」「
ミ
ニ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

　自然と遊ぼう「木のぼりツリーイング」と「ミ
ニトレッキング」が９月１日、Asahi 自然観周
辺の森で行われました。
　ツリーイングの普及を目指し活動している

「森林体験木のぼりクラブ」（西澤新地代表／
西原）や「町観光協会」などで構成する「町
自然と遊ぼう実行委員会」が主催。町内外か
ら訪れた約 30 人の参加者が、ブナ林に囲まれ
た空気神社周辺を散策したり、約 10 メートル
のウダイカンバの木のぼりに挑戦したりし、朝
日町の豊かな自然を満喫しました。
　ツリーイングは、巨木に一本のロープを枝
に掛け特殊な結び目をつくり、その結び目を
上に移動させながら脚力で登る技術。高い木
にも誰でも簡単に登ることができます。参加
者は、木の枝に座り爽やかな高原の風を感じ、
高い場所からの眺めをゆっくりと満喫していま
した。
　この日参加した岡崎涼くん（宮宿小３年／
西町）は、「高い枝までは登れなかったけど、
ブランコみたいで楽しかった。今度は最後ま
で登ってみたい」と語ってくれました。

【１】記念撮影する七ヶ
浜 町 からの 一 行　【２】
風神祭の名物田楽提灯
行列　【３】趣向を凝ら
した創作屋台（大谷五）

【１】【２】スタッフの手
を借りながら高い場所ま
で登るツリーイングの参
加者　【３】空気神社周
辺を歩いたミニトレッキ
ング

8
31

9
1

　朝日町の夏に終わりを告げる大谷地区の風
神祭が８月 31 日にぎやかに開催されました。
　およそ 250 年前から受け継がれているこの
まつり。立春から数えて 210 日目にあたる９月
1 日頃になると、毎年のように台風被害を受け
ていたことから、風水害を鎮め、豊作を祈願
したことがまつりの由来とされ、創作屋台や
田楽提灯行列が地区内を練り歩きました。
　今年の祭りには、町と友好関係にある宮城
県七ヶ浜町から約 20 人が来訪。これは、町観
光協会が風神祭を観光ツアーに活用できるか
どうかを調査するモニターツアーとして実施
したものです。一行は午後 4 時に町に到着後、
りんご温泉で汗を流し、少し早い夕食。その後、
秋葉山交遊館で、地元の歴史に詳しい堀敬太
郎さん（大谷一）の解説を聞いたあと、２時
間にわたって祭りを楽しみました。
　Asahi 自然観に宿泊後、翌 9 月 1 日も空気神
社参拝や蜜ロウソク作りを満喫した一行。参
加者アンケートでは全員が高評価を下し、「ぜ
ひ来年も！」と開催を願う参加者も多数。今
後はアンケート結果等が理事会に報告され、
来年以降の本格実施が検討されます。

　ホームページに写真

1

2 3

21

3
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「　ホームページに写真」の表記があるものは、町ホームページの「まちの写真館」コーナーで、多くの写真を紹介しています。ぜひご覧ください。

ぶ
ど
う
収
穫
感
謝
・
ワ
イ
ン
仕
込
み
作
業
安
全
祈
願
祭

　８月 23 日、朝日町ワインの「ぶどう収穫感
謝・ワイン仕込み作業安全祈願祭」が行われ、
関係者ら約 30 人が出席しました。
　祈願祭では神事が執り行われ、出席者を代
表して７人が神棚に玉串とブドウを捧げまし
た。その後、代表取締役社長である鈴木浩幸
朝日町長の手により機械のスイッチが入れら
れると、新鮮なデラウェアが次々にベルトコン
ベアに乗せられ、仕込み作業が始まりました。
　今年のブドウは夏場の好天で上々の出来。
この作業は 11 月下旬頃まで行われ、今年は
白系 120 トン、赤系 130 トン、合計 約 250 ト
ン（昨年比 10 トン増）が仕込まれる予定です。
　  　ホームページに写真

　宮宿小学校伝統のかぼちゃ運動会が９月９
日開催されました。
　戦後の物資が不足している時代に、地域の
住民が家庭からかぼちゃを持ち寄り、それを
運動会の賞品にしたことがこの大会の由来。
その伝統がいまもそのまま受け継がれていま
す。和合小学校と統合した平成 20 年以降は、
従来のかぼちゃのほか、同地域のシンボル「り
んご」を使った競技も加わっています。
　「たてわり班対抗リレー」では、全児童 174
人が6チームに分かれ、2200 ｍをリレー。バ
トン代わりのカボチャを手にした児童がグラウ
ンドを疾走し、順位を競いました。

　ホームページに写真

8
23

バ
ト
ン
の
代
わ
り
は
カ
ボ
チ
ャ
　
第
65
回
宮
宿
小
か
ぼ
ち
ゃ
運
動
会

9
9



　日本各地で地域の課題に対し挑戦している人々（企業・
自治体・大学関係者）や、担い手（学生・ＵＩターン者など）
が一堂に会し、地域での仕事づくりを考えるイベントが９
月９日、國學院大學（東京都）で開催され、朝日町の「桃
色ウサヒ」の活動がグランプリ（日本一）に輝きました。
　起業支援等を行う NPO 法人エティック（東京都渋谷区）
が事務局を務める「チャレンジ・コミュニティ・プロジェ
クト」が主催。当日は 400 人の参加者のもと、「雇用創出」「買
い物難民」「震災復興」など、地域のさまざまな課題を解
決していく仕事を作り出した全国の 12 事例が発表されまし
た。東北地区代表としてエントリーした「桃色ウサヒ」こと、
佐藤恒平町情報交流推進員は、「着ぐるみで引き出す地域
と人の力」のテーマで発表。「着ぐるみ」だからこそできる
ユニークな地域おこし活動を紹介しました。
　審査員は経済産業省の安藤保彦博覧会推進室長や移住情
報誌「TURNS」編集長坂本二郎氏ら６人。見事グランプリ
を受賞しました。
　佐藤推進員は「ウサヒのような取り組みも受け入れてく
れる町の柔軟な雰囲気を審査員が高く評価していました。
これにとどまることなく、これからも町の情報発信をがん
ばります」と喜びを語っていました。

桃色ウサヒの活動が
グランプリ（日本一）！

「地域仕事づくりチャレンジ大賞 2012」

桃色ウサヒの着ぐるみを中心に関係者と喜びを分かち合う、
佐藤恒平町情報交流推進員（左から４人目）
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▼
朝
日
町
に
来
た
理
由
は
？

　

簡
単
に
言
え
ば
、
東
北
の

雪
国
で
暮
ら
し
て
み
た
か
っ

た
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

　

私
の
出
身
は
愛
媛
の
瀬
戸

内
海
に
面
し
た
伊
方
町
。
四

国
の
最
西
端
に
位
置
し
、
半

農
半
漁
の
町
で
、
高
校
ま
で

暮
ら
し
ま
し
た
。
東
京
の
大

学
に
進
学
後
、
専
門
で
あ
る

農
業
開
発
に
つ
い
て
の
研
究

や
旅
行
で
国
内
外
を
訪
問
し

ま
し
た
が
、
雪
国
は
ほ
と
ん

ど
経
験
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。

　

朝
日
町
を
選
ん
だ
理
由
は

去
年
の
９
月
、
東
京
行
わ
れ

た
「
移
住
フ
ェ
ア
」
で
親
友

が
朝
日
町
の
ブ
ー
ス
に
立
ち

寄
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
友
人
を
通
じ
て
「
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
考

え
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ

の
理
念
に
惹
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
朝
日
町
に
足
を

運
ん
で
み
る
と
、
さ
ら
に
好

き
に
な
り
ま
し
た
。移
住
フ
ェ

ア
に
も
参
加
し
て
い
た
町
情

報
交
流
推
進
員
の
佐
藤
恒
平

さ
ん
か
ら
実
際
に
町
を
案
内

し
て
い
た
だ
き
、「
桃
色
ウ
サ

ヒ
」
が
活
動
で
き
る
町
の
雰

囲
気
が
気
に
入
っ
た
ん
で
す
。

▼
そ
れ
で
「
じ
ゃ
あ
行
っ
て

み
よ
う
」
と･･･

　

東
京
で
の
生
活
は
み
ん
な

忙
し
く
て
、人
間
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
て
い

な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。
な
の
で
も
と
も
と
大
学

卒
業
後
は
田
舎
に
住
も
う
と

決
め
て
い
た
ん
で
す
。

　

多
く
の
同
級
生
は
大
学
卒

業
後
、
当
然
の
よ
う
に
就
職

し
ま
し
た
が
、
私
は
違
っ
た

生
き
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

若
い
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
し
て
、
見
聞
を
広
め
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

３
月
の
卒
業
式
の
あ
と
、

本
格
的
に
朝
日
町
へ
の
移
住

を
決
意
し
、
計
画
を
行
動
に

移
し
ま
し
た
。

▼
す
ご
い
行
動
力
！

仕
事
や
住
む
場
所
は
？

　

家
は
町
の
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
を
利
用
し
ま
し
た
。
今

平
の
物
件
に
決
め
た
理
由
は
、

程
度
の
良
さ
と
格
安
の
家
賃
。

何
せ
無
職
で
す
か
ら
、
少
し

で
も
安
い
方
が
良
か
っ
た
。

　

仕
事
は
今
平
の
人
の
紹
介

で
５
月
か
ら
「
あ
ぐ
り
ヘ
ル

パ
ー
」
を
始
め
ま
し
た
。
主

に
八
ツ
沼
な
ど
に
派
遣
さ
れ
、

地
域
の
人
た
ち
と
仲
良
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
縁
で
８

月
15
日
に
は
４
年
に
１
回
の

春
日
神
社
例
大
祭
に
も
参
加

し
ま
し
た
（
横
笛
担
当
）。

　

８
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
た

今
平
の
人
か
ら
紹
介
で
、
朝

日
自
然
観
で
働
い
て
い
ま
す
。

朝
日
町
の
冬
は
車
が
必
須
の

よ
う
で
す
の
で
、
が
ん
ば
っ

て
お
金
を
た
め
て
い
ま
す
。

▼
実
際
に
町
に
来
て
み
て
、

い
か
が
で
す
か
。

　

堰
普
請
な
ど
、
地
区
の
行

事
に
は
欠
か
さ
ず
参
加
す
る

ほ
か
、
消
防
団
に
も
入
り
、

若
い
人
た
ち
と
交
流
し
て
い

ま
す
。
お
す
そ
わ
け
も
も
ら

う
こ
と
が
多
く
、
朝
食
を
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
。

私
に
と
っ
て
は
す
べ
て
が
新

鮮
で
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら

知
識
や
情
報
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
い
う
実
感
で
す
。

　

草
む
ら
に
寝
転
が
り
、
の

ん
び
り
空
を
眺
め
る
―
。
こ

れ
が
一
番
の
ぜ
い
た
く
で
す
。

▼
最
後
に
町
の
人
に
一
言

　

私
は
他
の
人
が
思
う
ほ
ど

移
住
に
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ど
う
し
て
朝
日
町
（
今
平
）

に
？
」
と
目
を
丸
く
す
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
東
京

で
あ
れ
朝
日
町
で
あ
れ
、
同

じ
日
本
。
同
じ
家
の
中
で
寝

る
部
屋
を
変
え
る
よ
う
な
感

覚
で
す
。
何
よ
り
、
住
ん
だ

こ
と
の
な
い
土
地
で
暮
ら
す

の
は
こ
の
上
な
く
楽
し
い
。

　

こ
の
町
に
来
た
か
ら
に
は
、

町
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
行
事
に
積
極

的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
お
見
か
け
の
際
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　今年４月、今平地区に一人の青年が移住してきました。
彼の名は水沼佑太さん。今年３月に東京農業大学を卒業
したばかりの 22 歳で、現在は Asahi 自然観で施設管理の
仕事をしながら田舎暮らしを満喫しています。
　もともと愛媛県出身の彼が、縁もゆかりもない朝日町に
来た理由とは…？その答えは彼のユニークな人生観、生活
観に隠されていました。

水沼 佑太さん  ( 今平）

愛媛から東京、そして朝日町へ

「東北の雪国で暮らしてみたい」

地区の方々と一緒に水路の草刈り
作業を行う水沼さん（９月２日）
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町
立
図
書
館
コ
ー
ナ
ー

「
は
げ
ま
し
て
は
げ
ま
さ
れ
て
　

93
歳
正
造

じ
い
ち
ゃ
ん
56
年
間
の
ま
ん
が
絵
日
記
」

竹
浪
　
正
造
　
著

　

生
き
る
こ
と
と
は
、
嬉
し
い
こ
と
、
楽
し
い

こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、
辛
い
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
乗
り
越
え
て

い
く
の
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
た
く
さ
ん
の
人

に
励
ま
さ
れ
、
励
ま
し
て
き
た
。
今
こ
の
世
の

中
に
あ
っ
て
家
族
の
絆
を
確
か
め
ら
れ
る
１
冊
。

「
戦
争
を
取
材
す
る
―
子
ど
も
た
ち
は

何
を
体
験
し
た
の
か
―
」山本

　
美
香
　
著

　

地
雷
で
脚
を
失
っ
た
ア
デ
ム
、
ゲ
リ
ラ
に
誘

拐
さ
れ
兵
士
に
さ
れ
た
タ
ー
テ
ィ
、
目
の
前
で

友
達
を
殺
さ
れ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ヌ
ー
ル
。
戦
争
の

中
で
懸
命
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
紹
介

し
、
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
る
。
著
者
は
先
月

内
戦
状
態
の
シ
リ
ア
で
取
材
中
に
射
撃
さ
れ
死

亡
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

広
報
委
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
　

私
的
あ
さ
ひ
ま
ち
生
活
町
広
報
委
員
が
仕
事
や
趣
味
、
家
庭
な
ど
を
通
じ
て
垣
間

見
え
る
朝
日
町
の
姿
や
日
常
の
思
い
を
自
由
に
綴
り
ま
す

　

秋
は
月
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
月
と
い

え
ば
旧
暦
八
月
十
五
夜
の
「
芋
名
月
」
が
有

名
で
す
が
、「
豆（
栗
）名
月
」を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
い
わ
ゆ
る
旧
暦
九
月
十
三
夜
の
日
の

の
こ
と
で
、
今
年
は
10
月
27
日
で
す
。
ち
ょ

う
ど
食
べ
頃
に
な
る
大
豆
や
栗
な
ど
を
供
え

る
こ
と
が
由
来
だ
そ
う
で
す
。

　

豆
と
い
え
ば
、
私
は
こ
れ
ま
で
公
民
館
の

講
座
に
参
加
し
、
味
噌
、
納
豆
、
豆
腐
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。
お
店
で
買
え
ば
す
ぐ
食

べ
ら
れ
る
も
の
も
、
自
分
で
作
っ
て
み
る
と

そ
の
工
程
が
分
か
っ
て
、
先
人
の
知
恵
と
工

夫
に
感
心
し
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
味
噌
作
り
は
毎
年
２
月
に
行

わ
れ
ま
す
。
参
加
者
は
家
で
や
わ
ら
か
く
煮

た
大
豆
を
持
参
。
そ
れ
を
機
械
で
潰
し
、
麹
、

塩
、
そ
し
て
豆
の
煮
汁
を
加
え
て
よ
く
混
ぜ

合
わ
せ
ま
す
。
大
豆
・
塩
・
麹
な
ど
シ
ン
プ

ル
な
素
材
の
力
に
、「
家
族
の
た
め
に
美
味
し

い
も
の
を
」
と
い
う
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
加
え

る
ー
。
そ
の
作
業
が
何
と
も
心
地
よ
い
。
今

夏
の
猛
暑
の
中
、
し
っ
か
り
熟
成
し
た
味
噌

を
、
も
う
す
ぐ
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
が
心
が
け
て
い
る
も
う
一
つ

の
「
ま
め
」
は
「
筆
ま
め
」。
メ
ー
ル
の
よ
う

に
早
く
届
か
な
い
け
ど
、
返
事
も
ゆ
っ
く
り

だ
け
ど
、
こ
ち
ら
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ

ま
す
よ
。

（
あ
っ
ぷ
る
ん
）

「まめ」で元気に幸せに

(248)
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山
形
直
行
バ
ス
に
つ
い
て
、

土
曜
日
も
運
行
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
通
う
高
校
で
は
、
土

曜
日
で
も
月
に
２
回
授
業
が
あ
る

ほ
か
、
部
活
動
や
大
会
も
あ
り
ま

す
。
利
用
者
も
多
く
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ

い
。 

【
無
記
名
】

日
頃
よ
り
山
形
直
行
バ
ス
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
山
形
直
行
バ
ス
は

運
行
開
始
以
来
６
年
目
を
迎
え
、
お

か
げ
さ
ま
で
順
調
に
運
行
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
提
案
あ
り
ま
し
た
平
日
以
外
の

運
行
に
つ
い
て
は
他
の
皆
様
か
ら
も

要
望
を
い
た
だ
い
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
９
月
15
日
か
ら
12
月
22
日
ま

で
の
土
曜
日
の
計
15
日
間
、
往
路
便

（
山
形
市
行
き
）
の
み
に
つ
い
て
試

験
運
行
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
以
降
の
本
運
行
に

つ
い
て
は
、
試
験
運
行
の
状
況
や
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
分
析
し
た
う

え
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
山
形
直
行
バ
ス
の
ご
利

用
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
政
策
推
進
課
】

問答
山
形
直
行
バ
ス
の
土
曜
運
行
を

みなさんからのおたよりでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などお待ちしています。
なお、無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

　■あて先／〒 990 － 1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　　　　　　　　　　　　 朝日町役場 政策推進課 地域情報係
　　　　　　　　　　　　（電話：67 － 2112　ﾌｧｯｸｽ：67 － 2117）
　■メール／ inform@town.asahi.yamagata.jp

町民の

声

９月15日～12月22日まで土曜試験運行を実施

　

今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ど
こ
に
行
っ

て
も
、
誰
と
会
っ
て
も
、
話
の
初

め
は
「
今
日
も
暑
い
で
す
ね
え
」

こ
の
挨
拶
が
決
ま
り
文
句
で
あ
り

ま
し
た
。

　

八
月
二
十
三
日
、
朝
日
町
ワ
イ

ン
の
ワ
イ
ン
城
に
お
い
て
、
ぶ
ど

う
の
収
穫
感
謝
・
ワ
イ
ン
仕
込
み

の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
の
前
段
、
今
年
の
ぶ
ど

う
の
状
況
に
つ
い
て
、
ぶ
ど
う
生

産
組
合
長
さ
ん
の
話
と
し
て
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
今
年
は
こ
の
夏
の
暑

さ
も
あ
っ
て
、
ぶ
ど
う
に
は
む
し

ろ
良
く
、
糖
度
の
高
い
ぶ
ど
う
が

生
産
さ
れ
て
い
る
と
の
お
話
で
し

た
。

　

昨
年
朝
日
町
ワ
イ
ン
で
は
、
ワ

イ
ナ
リ
ー
に
収
め
る
ぶ
ど
う
生
産

者
の
方
々
の
中
で
、
栽
培
面
積
当

た
り
の
収
穫
量
が
特
に
多
く
、
糖

度
の
高
い
ぶ
ど
う
を
生
産
さ
れ
た

方
に
対
し
特
別
に
表
彰
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
そ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

ぶ
ど
う
の
生
産
が
で
き
る
の
か
お

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、　

日
々
真

面
目
に
園
地
に
入
ら
れ
、
園
地
の

草
刈
り
、
ぶ
ど
う
の
手
入
れ
な
ど
、

労
を
惜
し
ま
ず
丁
寧
に
管
理
を
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
結

果
、
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
収

穫
量
、
糖
度
に
至
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

こ
う
し
た
生
産
者
の
方
々
の
心

の
こ
も
っ
た
ぶ
ど
う
の
収
穫
、
そ

し
て
朝
日
町
ワ
イ
ン
の
社
員
の

方
々
の
真
心
の
製
造
技
術
が
相

ま
っ
て
、
２
０
１
２
年
度
国
産
ワ

イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
銀

賞
二
銘
柄
、
銅
賞
九
銘
柄
、
合
わ

せ
て
十
一
銘
柄
が
入
賞
す
る
と
い

う
過
去
最
高
の
成
績
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
日
々
真
面
目
に
黙
々
と
、
労

を
惜
し
ま
ず
最
善
を
尽
く
す
」
見

習
い
た
い
も
の
で
す
。

町長歳時記

（79）

ま
ご
こ
ろ
栽
培
・
ま
ご
こ
ろ
製
造

朝
日
町
ワ
イ
ン
の
真
価
　
こ
こ
に
あ
り
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区　名 　　出生児氏名 　性別　　保護者名
新　宿　　今　井　京

きょう

士
し

郎
ろう

　男　昭義・　泉　
松　程　　阿　部　颯

そう

二
じ

朗
ろう

　男　　歩　・美香子
西船渡　　海　野　一

いっ

　誠
せい

　男　豊弘・由梨
松　程　　白　田　　　芯

しん

　男　　希　・優子
常　盤　　長　岡　煌

こう

　英
えい

　男　昭博・史織
本　町　　鈴　木　香

か

　凜
りん

　女　健一・奈津子
真　中　　武　田　栞

かん

　渚
な

　女　裕司・かおり
常　盤　　阿　部　太

たい

　陽
よう

　男　春樹・紀代美

すこやかに

戸籍の
まど ■平成24年(2012年)

　８月１日～８月31日届出

やすらかに

区　名　　　死亡者氏名　　　世帯主名

大谷四　　白　田　スミヱ　　本　人
大　隅　　渡　邉　久　雄　　　啓　
中　沢　　堀　　　清　藏　　美知子
西　原　　阿　部　新　一　　正　幸
松　原　　松　尾　慎太郎　　信　一
新　宿　　熊　谷　小三郎　　克　己
夏　草　　海　野　壯　一　　ヨシノ
ふれあい荘　　冨　樫　チヨヱ　　本　人
下芦沢　　大　滝　敬　一　　俊　一
大　滝　　柴　田　トリノ　　峯　一

■第 54 回子ども絵画展（子ども県展）

・入選
【１年】

　若月保歩 ( 西小 )「すてきなくじゃく」
　鈴木聖人 ( 宮小 )「だちょうとなかよし」

【２年】
　阿部司 ( 西小 )「明るいスイミーの海」
　長岡聖 ( 宮小 )「ダチョウにえさをやっているところ」

【３年】
　鈴木瑞菜 ( 西小 )「きれいなみどりで楽しいな」
　阿部凌太 ( 西小 )「いろんなところが見えるよ、のぼってきてよ」
　大沼優奈 ( 宮小 )「のぼりづなに、のぼった」

【４年】
　遠藤美翔 ( 大小 )「しぜんの木」

【５年】
　長岡真生 ( 西小 )「色ちがいの魚がいっぱいいる海」
　佐藤玲奈 ( 西小 )「鳥の国へレッツゴー」

【６年】
　阿部雪奈 ( 西小 )「窓から見える風景」

■第 67 回県総合美術展（県美展）

・奨励賞
【日本画】　布施邦芳（大町）「里の滝・想う」
【工　芸】　牧野広大（立木）「時

とき

、解
ほど

ける」
・入選
【彫　刻】　浅井周作（元町）「上昇気流」

入選おめでとうございます

●平成24年８月31日現在

--------８月中の異動--------
出　生　　８人　転　入　　８人
死　亡　　９人　転　出　１６人

人口と世帯数
人口 男 女 合計

日本人 3,875 人 3,949 人 7,824 人

外国人 8 人 56 人 64 人

合　計 3,883 人 4,005 人 7,888 人

前月比 （－ 8） （－ 2） （－ 10）

世帯数 2,489 世帯

前月比 （+ １）

※今年 7 月９日付で住民基本台帳法が改正され、外国人方々も
日本国民と同じように住民基本台帳に登録されるようになりま
した。これに伴い、本コーナーの様式も一部変更しています。（市
町村が山形県への報告する際の様式に基づき、表記しています）

　

朝
日
中
２
年
生
を
対
象
に
し
た
職
業

講
話
の
講
師
と
し
て
、
９
月
11
日
佐
藤

推
進
員
が
同
校
に
招
か
れ
ま
し
た
。

　

75
人
の
生
徒
を
前
に
、
約
１
時
間
講

演
。
地
域
お
こ
し
と
デ
ザ
イ
ン
を
両
立

さ
せ
る
現
在
の
仕
事
や
、
着
ぐ
る
み
を

使
う
意
図
な
ど
、
自
ら
の
職
業
観
を
語

り
ま
し
た
。

　

講
演
を
聞
い
た
大
竹
晶
徳
く
ん
（
栄

町
）
は
、「
こ
う
い
う
仕
事
も
あ
る
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
中
の
人
（
佐
藤
推

進
員
）
を
見
る
の
は
初
め
て
。
い
つ
も

み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ウ
サ
ヒ
、
職し

業ご

観と

を
語
る
。
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　８月上旬、北村輝雄さん（大沼）の畑でヒマワリの花の
中にもう一つの花ができ、ちょっとした話題になりました。
　ヒマワリは自宅近くの道路に彩りを加えようと沿道に植
えた約 80 本の一つ。直径約 20cm の花の中に 10cm ほど
の大きさの花が咲きました。
　専門家によれば、これは「貫

か ん せ い か

生花」という現象。花芽
をつける過程で急な高温にさらされたりすると花芽作りが
一時的に止まり、異常な場所に花を咲かせることがあると
いいます。暑い夏にまれに見られる現象といい、ヒマワリ
のほかどんな花でも起こることがあるそうです。
　８月上旬にこれを発見したという北村さんは、さっそく
町広報と地元新聞社に情報を提供。後日紙面上に紹介さ

れると、この記事が在京のテレ
ビ局の目にとまり、８月 27 日に
は朝の情報番組で全国に紹介さ
れました。

広報紙は
町の顔

　

来
月
25
日
、
26
日
の
両
日
、
創
遊
館

を
会
場
に
し
て
、「
東
北
広
報
サ
ミ
ッ
ト
」

と
い
う
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は

市
町
村
広
報
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

な
ど
が
目
的
の
大
会
で
今
年
で
18
回
目
。

東
北
の
市
町
村
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ

れ
て
お
り
、
山
形
開
催
は
３
回
目
で
す
。

４
月
か
ら
進
め
て
き
た
準
備
も
終
盤
と

な
り
、
現
在
は
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
（
目
標
は
１
２
０
人
）。

　

実
は
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、

８
月
下
旬
、
の
べ
４
日
間
を
か
け
て
県

内
の
全
市
町
村
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
感
じ
た
の
が
、「
同
じ
役
所
と
言

え
ど
、
雰
囲
気
は
随
分
違
う
も
の
だ
な
ぁ

…
」
と
い
う
こ
と
。
一
日
に
い
く
つ
も
の

役
所
を
回
っ
た
だ
け
に
、
余
計
感
じ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
施
設
の
利
用
し

や
す
さ
や
職
員
の
対
応
が
役
所
の
印
象

に
な
り
、
市
町
村
の
印
象
に
も
つ
な
が

る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た

　

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
る
と
い
う

点
で
は
、
広
報
紙
も
同
じ
。
広
報
紙
は

い
わ
ば
町
の
「
顔
」
で
す
。
初
め
て
見

る
人
で
も
、
町
に
好
印
象
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
を
作
る
こ
と
が
、

自
分
の
役
割
で
す
。

佐
久
間　

淳

旅旅のの

観光協会だより

コ
コロ
コ
コロ

by 町観光協会
観光振興推進員
後藤匡利

珍百景　ヒマワリの中からヒマワリ（？）

情報を提供してくれた
北村輝雄さん

花の中にもう一つ
の花が咲いたヒマ
ワリ（上）と、北
村さんのヒマワリ
が彩りを添える大
沼地内の道路（左）

※ 8 月中旬に撮影

　町観光協会では８月 31 日から９月１日
にかけて、宮城県七ヶ浜町の方を対象に
した「朝日町・大谷風神祭の旅」という
モニターツアーを実施しました。
　今回が初めての試みで、20 人が参加。
大谷風神祭の見学がメインで、りんご温
泉、Asahi 自然観、空気神社、蜜ロウソク
作り体験、産直和合、ワイン城を１泊２日
でまわりました。終了後アンケートをお願
いしたところ、予想以上の高い評価をい

ただくことができました。
　産直和合、自然観、ワイン城では土産
をたくさんお買い求めいただき、帰りの
バスは土産でいっぱい。売る場所や物、
それにちょっとした工夫があれば、まだ
まだ「お金を落としていただく」チャンス
があることがわかりました。
　今回のツアーは多くの町民の皆様の協
力により成功させることができました。こ
の場をお借りして御礼申し上げます。

七ヶ浜町からお客さまをお迎えしました

往来館の前で記念撮影
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